
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 学校教育全体で進める教育活動 

(7) 食育 
 

基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する指導 

食は人間が生きていく上での基本的な営みの一つであり、健康な生活を送 

るために健全な食生活は欠かせないものである。食育基本法前文では、「食

育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきも

のと位置付けるとともに、様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』

を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる

食育を推進することが求められている。」としている。京都府の学校におけ

る食育推進の基本的な考え方は次のとおりである。 

１ 「食に関する指導の全体計画」を作成し、学校の「食に関する指導の目

標」に基づき各学年ではどのような資質・能力を育成するのか明らかにし、

どの教科等でいつ誰が指導を行うのかを全教職員が理解し確実に実施す

る。  

２ 食の専門家である「きょうと食いく先生」による実践型食育（田植え、 

稲刈り、茶摘み、漬け物作り、味噌作りを体験させるなど）を推進する。 

３ 先進的な実践事例を活用し、家庭、地域及び研究機関や企業等の外部専

門家との連携を図る食育を推進する。 

４ 学校給食未実施の中学校や高等学校においても、ライフステージにおけ

る大切な食育の場であることを意識し、校種間の系統性を踏まえながら、

学校教育活動のあらゆる場面で食育を推進する。 

５ 地場産物や地域の郷土食、行事食を献立に取り入れたり、教科等と関連

させた献立の工夫や食品ロスの削減に関心をもたせたりするなど、学校給

食を生きた教材として活用した食育の推進を図る。 

 

食生活の改善や睡眠時間の確保といった生活習慣の確立は「生きる力」の 

基盤であり、その第一義的責任は家庭にある。しかしながら、近年、子ども

たちの偏った栄養摂取、朝食欠食等の食生活の乱れや肥満や過度のやせ傾向

の増大等が見られ、食生活の乱れが生活習慣病を引き起こす一因であること

も懸念されている。学校教育においても、子どもたちの生活や学習の基盤と

しての食に関する指導の充実が求められている。 

各学校では、給食の時間をはじめ、関連教科、道徳科、外国語活動、総合的

な学習の時間・総合的な探究の時間、特別活動等、様々な場面で食に関する

指導を行う。学校における食育の推進は、食に関する指導の全体計画に基づ

き校長のリーダーシップのもとに学級担任、教科担任、栄養教諭・学校栄養

職員、養護教諭、調理員等、全教職員が連携・協力し、関連教科等の指導内

容・方法を生かしつつ教科等横断的に行われることが重要である。 

なお、中学校においても生徒が健康の大切さを実感し、生涯にわたって自

己の健康に配慮した食生活を営めるよう、食に関する指導が適切に行われる

必要がある。さらに、高等学校においては生徒が健全な食生活を主体的に実

践し得る発達段階にあることを考慮し、指導することが重要である。 

また、児童生徒の食に関する健康上の課題が多様化する中で、栄養教諭、

養護教諭等の専門性を生かした個別的な相談指導を、組織的・計画的に実施

することが重要である。 

《参考資料》 

□「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」（文部科学省  平成31年３月） 

□「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育～チーム学校で取り組む食育推進のＰＤＣＡ～」 

（文部科学省 平成29年３月） 

□「小学生用食育教材『たのしい食事つながる食育』」（文部科学省  平成28年２月） 

□「中学生用食育教材『「食」の探究と社会へのつながり』」（文部科学省  令和３年３月） 

 
 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 


